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繁忙期の農作業に気を付けて
　秋の農繁期を迎え、農機具等が頻繁に使用されるようになります。この時期は農作業中の事故が

多く発生しておりますので、農業機械や農機具を使用する際には、事前点検と作業時の安全確認、

そして、ゆとりのある作業計画を立てて、安全に作業を行いましょう。また、危険な作業を見た際

には周囲からの声掛けをお願いします。

被災地での人的支援・職員 2名を派遣
　JAグループ広島東日本大震災復興・再建対策本部（村上光雄本部長）は、JAグループ広
島東日本大震災たすけあい運動の一環として、現地ニーズに沿った支援隊を編成し、8月
27 日から 3班に分かれて被災県の復旧・復興支援にあたることを決定しました。
　これを受けて、広酪からは、永井護（まもる）技師（東部事業所）と森田康博主事（本所総
務管理課）2名の職員派遣を決定しました。
　2名は第 3班として 9月 24 日（月）から 28 日（金）、他のJA職員と共に宮城県南三陸町
での支援活動を行います。

東日本大震災の支援へ

（永井護 技師）

（森田康博 主事）
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　広酪は、去る 8月 24日、広島県畜産振興協議会の幹事会において、白血病対策に関する提案を行

いました。同協議会では、この件は大変重要なものと認識され、同協議会（22団体構成）として、国・

県及び関係組織への要請（又は提案）活動を今年中（12月を予定）に行なうことが確認されました。

牛白血病等の清浄化対策並びに
疾病蔓延防止対策に向けて要請

「とうもろこし」
米国産からブラジル産に切替!!
　アメリカでは、過去 56 年で最悪の干ばつ発生により
「とうもろこし」は記録的な不作となり、品物の充分な確
保が出来ない状況に陥っています。
　こうした原料事情を受けて、広酪の系統上部組織並び
に他の配合飼料を製造するメーカーから、この問題を解
消する手段として 9月下旬より、暫時「米国産」から「ブ
ラジル産」の利用に切り替えることにより対応する旨の
通知を受けました。

【産地品の比較】
○米国産とうもろこし
　黄色、遺伝子組み換え比率 88％、割れ、ダストが多い。
○ブラジル産とうもろこし
　�赤橙色、遺伝子組み換え比率 90％、カビに弱い。や
や硬め。

形状、色目等若干異なるものの、
成分値は、従来品と同等であります。

廃プラスチック回収のお知らせ！！

・平成 24 年度第 3回目の回収を、以下の日程で行います。
・回収希望組合員は、最寄りの回収場所に時間厳守のうえ持ち込
み下さい。

・なお、各回収日前日迄に申込書を本所事業推進課、又は各事業
所へ提出下さい。

・申込書は最寄りの各事業所に備えております。

期間：10月22日～26日

回収場所 回収日 回収時間
高宮ミルクボーイ 10 月 22 日（月）

各回収場所とも
午前 11 時～午後 3 時まで

西部事業所 10 月 23 日（火）
東部事業所 10 月 24 日（水）
みわTMRセンター 10 月 25 日（木）
庄原TMRセンター 10 月 26 日（金）


